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一般質問

（政和）＝政和会

（公明）＝市議会公明党

（フォ）＝フォーラム小平

（生ネ）＝生活者ネットワーク

（共産）＝日本共産党小平市議団

（市自）＝市民自治こだいら

議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、23 人の議員からの質問のうち、
1 人 3 件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは

橋
本
久
雄
議
員
（
市
自
）　

①
町
田

市
と
相
模
原
市
の
各
種
証
明
書
を
両

市
役
所
で
交
付
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
評
価
は
。

　

②
公
民
館
等
の
使
用
料
を
市
内
・

市
外
在
住
で
変
え
ず
に
多
摩
北
部
都

市
広
域
行
政
圏
で
統
一
で
き
な
い
か
。

　

③
今
後
、
ど
の
よ
う
な
広
域
連
携

を
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長　

①
両
市
民
の
利
便
性
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
体
制
や
仕
組

み
な
ど
を
今
後
参
考
に
し
た
い
。

　

②
ま
ず
市
民
を
優
先
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
統
一
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

③
国
分
寺
市
と
の
施
設
相
互
利
用

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
地
方

交
付
税
を
含
め
た
経
常
一
般
財
源
を

市
民
一
人
当
た
り
で
比
較
す
る
と
、

不
交
付
団
体
で
あ
る
小
平
市
は
交
付

団
体
の
幾
つ
か
の
市
よ
り
も
低
く
な

っ
て
し
ま
う
が
、
こ
の
矛
盾
を
ど
う

感
じ
る
か
。
是
正
の
努
力
は
。

　

②
目
指
す
小
平
市
の
政
府
は
。

市
長　

①
釈
然
と
し
な
い
思
い
で
受

け
と
め
て
い
る
。
地
方
交
付
税
制
度

等
の
財
源
調
整
機
能
に
期
待
す
る
が
、

徴
収
率
の
向
上
等
自
主
財
源
の
確
保

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

②
地
域
力
、
民
活
力
、
行
政
力
の

３
つ
の
力
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

橋
本
久
雄
議
員
（
市
自
）　

①
野
田

市
の
条
例
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

②
公
共
工
事
に
お
け
る
賃
金
等
の

確
保
に
関
す
る
意
見
書
可
決
以
降
の

検
討
状
況
は
。

　

③
今
後
、
労
働
者
の
賃
金
や
労
働

環
境
の
改
善
等
も
入
れ
た
契
約
制
度

の
見
直
し
を
行
う
と
考
え
て
よ
い
か
。

市
長　

①
条
例
で
対
応
す
る
こ
と
と
、

個
別
の
労
働
条
件
に
自
治
体
が
介
入

す
る
こ
と
等
の
是
非
に
つ
い
て
慎
重

な
検
証
が
必
要
と
考
え
る
。

　

②
労
働
者
の
賃
金
や
労
働
環
境
等

も
評
価
の
対
象
と
な
る
総
合
評
価
制

度
の
導
入
に
向
け
、
現
在
見
直
し
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

③
専
門
家
を
含
め
検
討
す
る
中
で
、

検
討
課
題
に
な
る
と
考
え
る
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

①
都

に
準
じ
て
廃
止
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

②
職
員
団
体
が
妥
結
し
な
か
っ
た

理
由
は
。

　

③
廃
止
さ
れ
る
見
込
み
は
。

市
長　

①
都
が
当
該
制
度
の
廃
止
等

を
含
む
人
事
給
与
制
度
の
見
直
し
を

行
っ
た
直
後
の
平
成
18
年
12
月
に
職

員
団
体
に
廃
止
を
提
案
し
、
継
続
的

に
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
合
意
に
至

ら
な
か
っ
た
。

　

②
廃
止
に
よ
り
将
来
受
け
取
れ
る

給
料
額
が
大
幅
に
下
が
る
職
員
が
発

生
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

③
11
月
26
日
に
職
員
団
体
と
廃
止

に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
た
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
市
民

と
の
協
働
等
で
職
員
定
数
を
10
％
削

減
し
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
市
役
所

と
す
べ
き
で
は
。

　

②
秘
書
広
報
課
や
市
民
課
に
民
間

の
活
力
を
導
入
す
る
考
え
は
。

市
長　

①
市
民
と
の
協
働
を
推
進
し
、

職
員
を
減
ら
し
て
も
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
充
実
が
で
き
る
市
役
所
を

目
指
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
は
大
切

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
民
間
活
力
の
導
入
は
重
要
だ
が
、

事
務
事
業
の
公
共
性
や
公
益
性
も
考

慮
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
事
務
事

業
が
対
象
と
な
り
得
る
か
の
整
理
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

斎
藤
貴
亮
議
員
（
フ
ォ
）　

①
自
治

会
の
総
数
、
加
入
世
帯
、
加
入
率
の

最
新
の
数
字
は
。

　

②
自
治
会
代
表
者
と
市
と
の
懇
談

会
で
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
は
。

　

③
市
と
自
治
会
の
関
係
を
ど
う
考

え
る
か
。

市
長　

①
平
成
21
年
９
月
現
在
で
374

団
体
、
３
万
４
千
５
百
81
世
帯
、
加

入
率
は
42
・
４
％
で
あ
る
。

　

②
補
助
金
等
の
増
額
要
望
を
い
た

だ
い
た
ほ
か
、
会
員
の
高
齢
化
等
の

課
題
も
多
く
出
さ
れ
た
。

　

③
地
域
自
治
の
担
い
手
の
一
つ
と

し
て
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後

も
対
等
な
立
場
で
連
携
し
、
住
み
よ

い
地
域
社
会
の
形
成
を
進
め
た
い
。

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
市
制

施
行
47
周
年
式
典
で
特
別
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
る
べ
き
前
教
育
長
が

表
彰
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
表
彰
等

審
査
会
を
経
ず
に
不
適
当
と
判
断
し

た
の
か
。
誰
が
判
断
し
た
の
か
。

　

②
前
教
育
長
の
功
績
と
名
誉
を
著

し
く
傷
つ
け
る
心
の
狭
い
行
為
で
は

な
い
か
。
市
長
は
正
し
い
決
定
を
し

た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

①
表
彰
規
則
に
よ
り
表
彰
等

を
行
わ
な
い
場
合
、
判
断
理
由
が
本

人
に
不
利
益
な
情
報
で
、
審
査
会
ま

で
に
市
長
が
判
断
し
た
場
合
は
審
査

を
行
わ
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、

担
当
副
市
長
と
調
整
し
て
判
断
し
た
。

　

②
正
し
い
決
定
と
考
え
て
い
る
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
特
別

功
労
表
彰
の
基
準
は
。

　

②
表
彰
基
準
を
満
た
し
た
の
は
何

人
で
何
人
が
表
彰
さ
れ
た
か
。

　

③
表
彰
等
審
査
会
の
議
事
内
容
は
。

市
長　

①
要
綱
に
、
通
算
8
年
以
上

在
職
し
、
退
職
し
た
者
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
市
長
が
適
当
で

な
い
と
認
め
た
場
合
を
規
定
し
た
規

則
に
該
当
し
な
い
必
要
が
あ
る
。

日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
Ｎ

Ｐ
Ｏ
へ
の
融
資
制
度
等
の
情
報
を
ど

う
収
集
・
発
信
し
て
い
く
か
。

　

②
市
の
融
資
制
度
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

市
長　

①
平
成
22
年
度
に
小
平
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
す
る
の

で
、
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
産
業
振
興
の

面
か
ら
も
情
報
提
供
を
進
め
た
い
。

　

②
現
時
点
で
融
資
制
度
の
創
設
等

は
考
え
て
い
な
い
が
、
制
度
が
有
効

に
機
能
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
課
題

も
含
め
研
究
し
て
い
き
た
い
。

川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
産
業

ま
つ
り
の
本
年
度
と
平
成
20
年
度
、

19
年
度
の
来
場
者
数
は
。

　

②
市
の
補
助
金
額
を
増
額
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

①
本
年
度
は
約
５
万
５
千
人
、

平
成
20
年
度
、
19
年
度
は
約
５
万
人

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

②
昭
和
62
年
度
ま
で
は
農
業
者
と

商
業
者
に
、
平
成
元
年
度
か
ら
は
工

業
者
に
も
そ
れ
ぞ
れ
百
万
円
を
交
付

し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
増
額
に
つ

い
て
は
小
平
市
補
助
金
等
見
直
し
検

討
委
員
会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
工
夫
を
し
、

実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
駅
近
辺
に
設
置
し
て
、

観
光
案
内
所
の
よ
う
な
利
用
が
で
き

る
よ
う
支
援
で
き
な
い
か
。

　

②
空
き
店
舗
対
策
と
し
て
設
置
を

支
援
で
き
な
い
か
。

　

③
公
共
施
設
へ
の
検
討
状
況
は
。

市
長　

①
現
段
階
で
市
の
事
業
と
し

て
設
置
す
る
考
え
は
な
い
が
、
商
工

会
等
と
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

②
商
店
会
な
ど
か
ら
相
談
が
あ
れ

ば
支
援
等
を
検
討
す
る
。

　

③
活
用
例
は
ホ
テ
ル
や
空
港
等
で

あ
り
、
市
で
は
商
業
や
観
光
の
充
実

が
優
先
課
題
と
と
ら
え
て
い
る
。

※
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
は

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用
し
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
場
所
の
こ
と
。

　

②
在
職
年
数
等
を
満
た
し
た
の
は

２
人
で
表
彰
者
は
１
人
で
あ
る
。

　

③
担
当
課
長
が
表
彰
等
該
当
者
一

覧
等
の
説
明
を
行
い
、
質
疑
の
後
に

了
承
を
得
た
。
な
お
、
質
疑
は
地
域

功
労
表
彰
非
該
当
者
に
関
す
る
質
問

と
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
者
へ

の
特
別
表
彰
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

苗
村
洋
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
成
果

と
課
題
は
。

　

②
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
た

め
何
が
必
要
か
。

　

③
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
に
は
事
業
者
の
労
働
条
件
が
問
題

に
な
る
の
で
は
。

市
長　

①
成
果
は
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

で
あ
り
、
課
題
は
事
業
者
の
創
意
工

夫
等
に
よ
り
い
か
に
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
る
か
で
あ
る
。

　

②
報
奨
金
制
度
な
ど
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
付
与
す
る
仕
組
み
の
導
入
を

活
用
方
針
に
掲
げ
て
い
る
。

　

③
組
織
体
制
や
研
修
体
制
を
審
査

項
目
と
す
る
こ
と
で
雇
用
等
を
見
き

わ
め
、
運
用
し
て
い
き
た
い
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

①
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　

②
市
主
催
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
展

示
会
、
講
演
会
が
で
き
な
い
か
。

　

③
教
育
現
場
で
人
権
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
第
３
条
に
地
方
公
共
団
体

の
責
務
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
拉
致

問
題
等
の
解
決
に
向
け
国
民
世
論
の

啓
発
を
図
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
平
成
21
年
12
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
の
人
権
週
間
に
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
等
を
予
定
し
て
い
る
。

教
育
長　

③
他
の
人
権
問
題
と
と
も

に
理
解
、
啓
発
が
図
ら
れ
て
い
る
。

宮
﨑
照
夫
議
員
（
政
和
）　

①
調
査

は
何
に
基
づ
き
行
い
、
時
系
列
的
に

は
何
を
基
準
に
実
施
し
て
い
る
か
。

　

②
高
い
比
率
で
交
通
の
便
が
悪
い

と
回
答
し
た
地
域
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
タ
ク
シ
ー
の
検
討
・
取
り
組
み
は
。

市
長　

①
根
拠
法
令
は
特
に
な
く
、

実
施
基
準
も
な
い
。
来
年
度
は
第
三

次
長
期
総
合
計
画
・
前
期
基
本
計
画

の
前
半
５
年
目
に
当
た
る
た
め
実
施

の
検
討
を
し
て
い
る
。

　

②
運
行
は
地
域
で
支
え
る
こ
と
に

よ
り
継
続
性
が
保
た
れ
る
こ
と
か
ら

世
論
調
査
の
結
果
も
参
考
に
し
、
機

運
の
盛
り
上
が
っ
た
地
域
か
ら
検
討

に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

行
政
一
般

産
業
振
興

市
民
の
暮
ら
し
に
合
っ
た

広
域
連
携
の
さ
ら
な
る
検
討
を

公
契
約
条
例
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る
か

市

民

と

の

協

働

で

職
員
定
数
を
10
％
削
減
せ
よ

市
政
に
関
す
る
世
論
調
査
の

実
態
と
活
用
に
つ
い
て

市

と

自

治

会

の

あ

り

方

に

つ

い

て

市
長
・
企
画
政
策
部
担
当

副
市
長
は
も
っ
と
広
い
心
を
持
て

市
制
施
行
47
周
年
記
念
式
典
に

お
け
る
被
表
彰
者
選
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
の

こ

れ

か

ら

財
政
白
書
を
今
後
の
市
政
運
営
に

ど
う
生
か
そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か

不
適
切
な
昇
給
「
わ
た
り
」
は

な
ぜ
廃
止
で
き
な
い
の
か

小
平
市
主
催
の
拉
致
被
害
者
救
出
の

啓
発
事
業
が
で
き
な
い
の
か

地

域

の

Ｎ

Ｐ

Ｏ

を

視
野
に
入
れ
た
融
資
制
度
を

産
業
ま
つ
り
に
つ
い
て

公

※

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置
を
支
援
し
、

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う

◀
小
平
市
財
政
白
書

◀

産
業
ま
つ
り


